
  
  

 

公立大学法人横浜市立大学第４期中期目標（案）について 

  

 「公立大学法人横浜市立大学第４期中期目標（素案）」について、市民意見募集でいただいたご意

見や、法人評価委員会での意見の一部を反映し、「公立大学法人横浜市立大学第４期中期目標（案）」

をとりまとめました。 

この中期目標（案）については、令和４年第４回市会定例会に議案として提出する予定です。 

 

１ 市民意見募集の結果 

  総数：40件 （メール６件、電子申請システム 34件） 

  ご意見の内容：教育７件、財政５件、入試４件、リカレント教育４件など 

  ご意見の取扱：反映３件、賛同６件、参考 31件 

 

２ 素案からの修正項目 

（１）未来を担う人材の育成 【市民意見募集】 

    ご意見の趣旨→・「未来を担う人材の育成の項目に、「人権を尊重する」といった言葉を入

れてほしい。 

           ・同性婚や国籍などによる差別や偏見を持ったりしないよう、教員や学生

への教育をしっかり行ってほしい。 

修正内容→ご意見を反映し、「未来を担う人材の育成」の項目の文章を修正 

 

（２）横浜市の国際施策との連携 【市民意見募集】 

     ご意見の趣旨→「国際施策との連携」には国際的なスポーツイベントのみならず、花博も

含まれると思うので、スポーツという言葉は削除したほうがよい。 

修正内容→ご意見を反映し、「横浜市の国際施策との連携」の項目の文言を修正 

 

（３）組織運営の適正化、コンプライアンスの取組の強化【常任委員会意見】 

ご意見の要旨→事件・事故に関しては厳正に対処すべきである。二度と起こさないという

意思が伝わるものにすべき。 

修正内容→項目名を「信頼される組織運営の確保とコンプライアンスの取組の強化」に改

め、文章を修正 

 

（４）感染症・公衆衛生を担う人材の育成 【法人評価委員会意見】 

    ご意見の要旨→組織として取り組むべき人材を育てる教育、例えば、感染症対策にも関わ

る臨床研修医の公衆衛生の教育などを充実すべき。 

修正内容→「新たな感染症の発生に備えた対応」の項目の文章を修正 

 

（５）サテライトキャンパスの活用 【常任委員会意見】 

    ご意見の要旨→中期目標にみなとみらいサテライトキャンパスの利用促進図るべき。 

修正内容→新たに「みなとみらいサテライトキャンパスの積極的活用」の項目を追加 

令 和 ４ 年 1 0 月 3 1 日 
横浜市公立大学法人評価委員会 

資 料 ２ - １ 



素  案 修 正 後 
第２ 業務の質の向上に関する目標 

１ 教育について 

(1) 未来を担う人材の育成 

 

 今後の予測不可能な時代の中で、「データ思考

や高い専門性・技術力を身に付け、自分自身で課

題を設定して考えを深く掘り下げ、多様な人とコ

ミュニケーションを図りながら、新たな価値やビ

ジョンを創造し、社会課題の解決を図ることがで

きる」未来を担う人材の育成に取り組む。 

 

第２ 業務の質の向上に関する目標 

１ 教育 

(1) 未来を担う人材の育成 

 

 今後の予測不可能な時代の中で、「データ思考

や高い専門性・技術力を身に付け、自分自身で課

題を設定して考えを深く掘り下げ、人権を尊重し

多様な人とコミュニケーションを図りながら、新

たな価値やビジョンを創造し、社会課題の解決を

図ることができる」未来を担う人材の育成に取り

組む。 

 

第２ 業務の質の向上に関する目標 

 ３ グローバル展開について 

 (4) 横浜市の国際施策との連携 

   

横浜市が誘致する国際会議や国際的なスポー

ツイベントに合わせ、横浜市や各国大使館・国際

機関等との連携を図り、学生や市民が参加できる

機会の提供に努め、よりすそ野の広い国際交流の

実現に貢献する。 

 

第２ 業務の質の向上に関する目標 

６ グローバル展開 

(4) 横浜市の国際施策との連携 

 

横浜市が誘致する国際会議や国際的なイベン

トに合わせ、横浜市や各国大使館・国際機関等と

の連携を図り、学生や市民が参加できる機会の提

供に努め、より裾野の広い国際交流の実現に貢献

する。 

 

第３ 業務の運営改善及び効率化に関する目標 

２ コンプライアンス意識の向上とリスクマネ

ジメントの強化 

 

横浜市立大学が、市民から信頼される大学運 

営を確保するため、個人情報の適切な管理やコン

プライアンスに関する教職員の意識の向上に向

けた取り組みを不断に進める。また、社会からの

要請に応え、的確な組織運営が図れるよう、継続

的なリスクマネジメントの取組を進める。 

 

第３ 業務の運営改善及び効率化に関する目標 

２ 信頼される組織運営の確保とコンプライ 

アンスの取組の強化 

  

横浜市立大学が、社会からの要請に応え、常に

信頼される組織運営を確保できるよう、継続的な

リスクマネジメントの取組やコンプライアンス意

識の向上の取組を強化し、個人情報の適切な管理

や事件・事故等の不祥事の防止を徹底する。 

第５ その他業務運営に関する重要事項に関する

目標 

 ２ 横浜市の感染症対策への協力 

 

コロナ禍における附属 2病院の取組実績・貢 

献内容について、改めて客観的な視点で検証を行

い、将来再び新たな感染症が発生した場合にも、

横浜市が実施する感染症対策に対し、大学病院と

して積極的な参画・協力が図れるよう必要な準備

を進める。 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項に関する

目標 

２ 新たな感染症の発生に備えた対応 

  

コロナ禍における附属２病院の取組実績・貢 

献内容について、客観的な視点で検証を行い、新

たな感染症の発生時に、先進医療や高度救命救急

医療に取り組む大学病院としての責務を果たせ

るよう必要な対策を講じる。また、感染症対策や

公衆衛生施策を担う専門的人材の確保・育成に向

けた取組を強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規項目】 

第５ その他業務運営に関する重要事項に関する

目標 

５ みなとみらいサテライトキャンパスの積極

的活用 

 

「みなとみらいサテライトキャンパス」につい

ては、その立地特性を最大限に生かし、学部・大

学院の授業のほか、市内企業等との産学連携やス

タートアップ支援の拠点として、また、社会人が

キャリアアップを図るためのリカレント教育の拠

点として、積極的な活用を推進する。 
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■第４期中期目標（素案）に対する市民意見募集結果

No. 意見要旨 カテゴリー 対応 意見に対する横浜市の考え方

1 同性婚や外国にルーツがある人へのヘイトスピーチなど、差別
や偏見を持ったりしないように、教員や学生への教育をしっか
りしてほしい。

教育 反映 多様な人とコミュニケーションを図り協働するには、人
権の尊重が不可欠であることから、ご趣旨を踏まえ、中
期目標に反映させていただきます。

2 「未来を担う人材の育成」の文章に、「人権を尊重する」と
いった言葉を入れてほしい。

教育 反映 多様な人とコミュニケーションを図り協働するには、人
権の尊重が不可欠であることから、ご趣旨を踏まえ、中
期目標に反映させていただきます。

3 プラクティカルイングリッシュを廃止し、基礎外国語科目の充
実を行うこと。

教育 参考 いただきました外国語教育に関するご意見は、大学にも
お伝えし、今後の大学の教育活動の中で参考にさせてい
ただきます。

4 「未来を担う人材」には、「グローバル人材」も含まれると思
う。

教育 参考 いただきました教育内容に関するご意見は、大学にもお
伝えし、今後の大学の教育活動の中で参考にさせていた
だきます。

5 かつては、様々な科目の教員資格、学芸員資格、図書館司書資
格が取得できたが、今ではほとんど資格取得ができない。これ
では選ばれる大学とならない。

教育 参考 いただきました教育に関するご意見には、大学にもお伝
えし、今後の教育活動の中で参考にさせていただきま
す。

6 横浜市立大学は、各界で活躍している卒業生を輩出してきた実
績がある。世界最高水準の研究・教育を行う大学にするような
改革を求める。

教育
研究

参考 いただきました教育・研究に関するご意見は、大学にも
お伝えし、今後の大学運営の中で参考にさせていただき
ます。

7 横浜市立大学の規模は非常に小さく、存在意義を示すために
は、近隣の横浜国大、関東学院大、神奈川大、東工大等との連
携や協定を具体的に、強く打ち出すべきである。

教育
研究

参考 多様な主体との連携は大変重要と考えています。
いただきました教育・研究等に関するご意見は、大学に
もお伝えし、今後の大学運営の中で参考とさせていただ
きます。

8 抜本的な入試改革を行い、試験科目の見直しを行うこと。 入試 参考 いただきました入試に関するご意見は、大学にもお伝え
し、今後の大学運営の参考にさせていただきます。

9 東京大学、京都大学の入試を参考に、入試制度改革をしてほし
い。

入試 参考 いただきました入試に関するご意見は、大学にもお伝え
し、今後の大学運営の中で参考にさせていただきます。

10 国際教養学部と国際商学部は、後期入試を実施して学力の高い
学生を確保すべきである。

入試 参考 いただきました入試に関するご意見は、大学にもお伝え
し、今後の大学運営の中で参考にさせていただきます

11 一部の富裕層しか対応できない国際バカロレア入試を積極的に
拡充している。富裕層の優遇が市大のアドミッション・ポリ
シーなのでしょうか。

入試 参考 いただきました入試に関するご意見は、大学にもお伝え
し、今後の大学運営の中で参考にさせていただきます。

12 社会人の学び直しの強化は益々需要が高まると思う。入学時期
等柔軟な制度運用やより実務に役立つ実践的カリキュラム構築
等が必要である。

リカレント 賛同 社会経済状況の変化を的確に捉え、「時代を先取りし、
社会が求める教育・研究に応える大学」となるよう努め
てまいります。
いただきました教育に関するご意見は、大学にもお伝え
し、今後の大学運営の中で参考とさせていただきます。

13 社会人の学び直しの機会について、働きながらでもキャリア
アップの機会を得られるように、学習内容の種類・質だけでな
く、参加しやすい環境についても検討をしてほしい。

リカレント 賛同 みなとみらいサテライトキャンパスの立地特性を活かし
リカレント教育の拠点としても積極的に活用してまいり
ます。
いただきました教育に関するご意見は、大学にもお伝え
し、今後の大学運営の中で参考とさせていただきます。
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No. 意見要旨 カテゴリー 対応 意見に対する横浜市の考え方

14 「社会人の学び直しの強化」について、市民向けの無料公開講
座をインターネット動画で公開して、学び直しに関心を持つ市
民を増やす取り組みをしてほしい。

リカレント 参考 学び直しについては、大学として取り組むべき重要な課
題として、中期目標に位置付けています。
いただきました教育内容に関するご意見は、大学にもお
伝えし、今後の大学運営の中で参考にさせていただきま
す。

15 横浜市民にとって横浜市立大学はどういう存在意義があるのか
を求めるのは当然である。
地域貢献や社会人の学び直しへの貢献を求めている点は納得で
あり、成果を期待したい。

地域貢献
リカレント

賛同 いただきましたご意見は、横浜市立大学へのご期待と捉
え、大学にもお伝えし、引き続き「横浜に貢献する大
学」となるよう努めてまいります。

16 市大医学部は医療人材の育成にとても大きな役割があり、横浜
市民や神奈川県民の大きな安心感を与えている。今後もよい医
療としっかりとした教育を実施するとともに、再整備も着実に
進めていただきたい。

医療 賛同 いただきましたご意見は、横浜市立大学へのご期待と捉
え、法人にもお伝えし、今後も専門知識と技量を持つ人
材の育成や良質な医療の提供に努めてまいります。

17 市大は、市民に医療を提供する場でもあり、職員も学生も向上
心を持ち、しかしエリート意識を持つのでなく庶民の立場でい
てほしい。
再整備についても、充実した医療の提供をしていただきたい。

医療 参考 大学病院の役割を踏まえ、高度先進医療、救急・災害医
療の確保と安定的な提供に努めてまいります。
いただきました教育・医療に関するご意見は、大学にも
お伝えし、今後の教育・診療等の中で参考にさせていた
だきます。

18 学生寮のない大学は魅力に欠け、全国の優秀な学生から見捨て
られる。学生寮は必須。

学生支援 参考 いただきました学生支援に関するご意見は、大学にもお
伝えし、今後の学生支援等の取組の中で参考とさせてい
ただきます。

19 セミナーハウスもない大学は、受験生から選ばれる大学とはな
らない。横浜市立大学としてのセミナーハウス設置が必要。

教育環境 参考 いただきました教育環境に関するご意見は、大学にもお
伝えし、今後の教育環境整備の中で参考にさせていただ
きます。

20 地域貢献の範囲を施設のある区に限定せず、横浜市や神奈川県
と捉えるとともに、社会課題に挑戦する人材育成をしてほし
い。

地域貢献 参考 いただきました地域貢献等に関するご意見は、大学にも
お伝えし、今後の教育や地域貢献の取組の中で参考にさ
せていただきます。

21 「市民により支えられた大学」「横浜に貢献する大学」は、イ
メージできない。市民や市に貢献するために大学を運営するの
であれば、学生がよってこなくなるのでないか。

地域貢献 参考 国の有識者会議における議論でも、大学は地域の人材育
成・社会変革・イノベーションの拠点となることが期待
されています。
いただきました地域貢献等に関するご意見は、大学にも
お伝えし、今後の大学運営の中で参考にさせていただき
ます。

22 国際都市横浜が有する大学として、グローバルな人材として育
成してほしい。
花博を含む国際施策との連携は欠かせないものであるので、素
案中「国際的なスポーツイベント」のうち「スポーツ」の文言
は削除し「国際的なイベント」としたほうがよい。

グローバル
展開

反映 横浜市の多様な国際施策との連携を図るべきとのご趣旨
を踏まえ、中期目標に反映させていただきます。

23 「多様な国際交流機会の提供」を実現するためには、留学生を
増やす必要がある。多言語での学内表示や留学生寮の確保など
インフラ面の課題を解決し、多くの留学生が集うキャンバスと
してほしい。

グローバル
展開

参考 いただきましたグローバル展開や教育環境の整備に関す
るご意見は、大学にもお伝えし、今後の大学運営の中で
参考とさせていただきます。

24 「教育・研究・診療」に対しバランスよく、予算を配分しプレ
ゼンスの向上を図ってほしい。

組織運営 参考 予算配分にあたっては、それぞれの事業規模や収益構造
なども踏まえる必要かあります。
いただきました組織経営に関するご意見は、大学にもお
伝えし、今後の大学経営の中で参考にさせていただきま
す。

25 分散しているキャンパスの集約化を図り、一体感を出す取り組
みを進めるとともに、働きやすい職場づくりを進めてほしい。

組織運営 参考 いただきました施設や職場づくり等に関するご意見は、
大学にもお伝えし、今後の組織運営の中で参考にさせて
いただきます。
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No. 意見要旨 カテゴリー 対応 意見に対する横浜市の考え方

26 横浜市からの天下りポストがあるなら市大への交付金を増額し
てほしい。

人事 参考 横浜市を退職後に大学の役員や職員の職に就いている者
については、適材適所の観点から人選に努めており、在
職中の職務経験や実務能力を活かして大学の組織運営に
貢献しています。

27 横浜市から天下りには大学のために身を粉にして働いてほし
い。

人事 参考 横浜市を退職後に大学の役員や職員の職に就いている者
については、適材適所の観点から人選に努めており、在
職中の職務経験や実務能力を活かして大学の組織運営に
貢献しています。

28 大学の経営努力は、教育・研究等の充実のために行うもので
あって、市の財政のために行ってはならない。

財政 参考 横浜市財政状況が厳しさを増す中で、持続可能な大学運
営を確保するため、経営改善が必要と考えています。
いただきました財政に関するご意見は、大学にもお伝え
し、今後の大学経営の中で参考にさせていただきます。

29 「「市民により支えられた大学」「横浜に貢献する大学」を強
調しているが、横浜市からの運営交付金は、運営費のたった14%
である。国立大学は44%である。大した金も出さないのに市大に
過度な要求をしないでほしい。

財政 参考 国の有識者会議における議論でも、大学は地域の人材育
成・社会変革・イノベーションの拠点となることが期待
されています。
横浜市では、横浜市立大学の運営に充てるために必要な
運営交付金を交付するほか、土地を提供するとともに、
大学施設も基本的に横浜市の負担で整備しています。

30 運営費用は100%横浜市からの税金という認識の市民が殆どと思
われる。たったの14％であることをアピールすべきである。

財政 参考 横浜市では、横浜市立大学の運営に充てるために必要な
運営交付金を交付するほか、土地を提供するとともに、
大学施設も基本的に横浜市の負担で整備しています。
いただきました財政に対するご意見は、大学にもお伝え
し、今後の大学経営の中で参考にさせていただきます。

31 横浜市はもっと多くの交付金を出すべきである。少子高齢化が
進む中、全区各地から若者を集め、その一定数が横浜市に定住
するという財政的寄与をもっと評価すべきである。

財政 参考 横浜市では、横浜市立大学の運営に充てるために必要な
運営交付金を交付するほか、土地を提供するとともに、
大学施設も基本的に横浜市の負担で整備しています。
いただきました財政に対するご意見は、大学にもお伝え
し、今後の大学経営の中で参考にさせていただきます。

32 今回の中期目標でも横浜市に対して多大な貢献をせよと要求し
ているが、であればもっと多くの運営交付金を出すべきであ
る。金も出さないのに要求が多すぎる。国立大学法人並みの運
営交付金を出すべき。

財政 参考 横浜市では、横浜市立大学の運営に充てるために必要な
運営交付金を交付するほか、土地を提供するとともに、
大学施設も基本的に横浜市の負担で整備しています。
いただきました財政に対するご意見は、大学にもお伝え
し、今後の大学経営の中で参考にさせていただきます。

33 学部の増設・大学院の拡充を行うこと。大学院は世界最高水準
の研究・教育を行うべきである。

学部編成 参考 いただきました学部・大学院に関するご意見は、大学に
もお伝えし、今後の大学運営の中で参考にさせていただ
きます。

34 国際教養学部という名称は、何を学べるのかが良くわからな
い。学科として「国際関係学科」「地域政策学科」「教養文化
学科」を設置し、わかりやすくすべきだ。

学部編成 参考 いただきました学部に関するご意見は、大学にもお伝え
し、法人が新設、再編学部・研究科の検証を行う中で、
参考とさせていただきます。

35 「経営基盤を強化し自己財源の拡大等に取り組む」とあるが、
それならばなぜ定員の増加を計画しないのか。

学部編成 参考 いただきました教育内容及び財務に関するご意見は、大
学にもお伝えし、今後の大学経営の中で参考とさせてい
ただきます。

36 ランドマークタワーにサテライトキャンパスを設置したが、全
然知られていないし、利用もされていない。
新横浜であれば、交通の便がよく市民が通いやすく諸経費も安
い。新横浜にサテライトキャンパスを設置してほしい。

施設整備 参考 いただきました施設整備に関するご意見は、大学にもお
伝えし、今後の大学経営の中で参考にさせていただきま
す。

37 「質の高い臨床研究の推進」、「外部資金の積極的獲得」は、
項目と内容が沿っていないので整理が必要でないか。

中期目標の
構成

参考 いただきましたご意見につきましては、中期目標の策定
において参考にさせていただきました。
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38 横浜市立大学に学問の自由と大学の自治、民主主義を取り戻す
ことが必要である。

大学自治 参考 いただきました大学自治に関するご意見は、大学にもお
伝えし、今後の大学運営の中で参考にさせていただきま
す。

39 今、小学一年生の私の娘が大きくなったら通わせたいと思って
います。この中期目標をきっかけに市大がさらに良くなること
を期待しています。

その他 賛同 いただきましたご意見は横浜市立大学へのご期待と捉
え、大学にもお伝えし、より一層質の高い教育活動を実
施してまいります。

40 素案は様々な角度から検討がなされたようで、今後の横浜市立
大学にさらに期待したい。

その他 賛同 いただきましたご意見は、横浜市立大学へのご期待と捉
え、大学にもお伝えし、引き続き「横浜に貢献する大
学」となるよう努めてまいります。




